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本日の土曜授業参観＆PTA 総会には多数の保護者の皆様のご参加・ご出席を賜り誠にありがとうございました。  
各学年の子どもたちが元気に学習に取り組む様子をご覧いただけたかと思います。さて、PTA 総会のあいさつでは、
保護者の皆様に、「子どもが自ら考えて行動できるよう、自分で決めたことに責任をもたせるようにしていきましょ
う！」と話しました。これからの子どもたちに身に付けさせていかなければならない力とは、「自分の未来を自分で切
り拓く力」です。日常にある様々な場面で自己決定の機会を多く作り、それらの力を養っていきましょう！ 

 令和８年 ５月 ９日（土） 
石垣市立白保小学校 
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                  多くの保護者の皆様に、各学年の授業の様子をご覧いただきました。 

地域の宝：子どもたちの「良さ」が成長の土台 

 白保の子どもたちは、非常に「人懐っこく」 誰に対してもフレンドリーで甘え上手な一面を持っていると感じています。

これは、地域の皆様が日頃から子どもたちを温かく見守り、たくさん褒めてくださっている証であり、地域により育まれた

素晴らしい気質だと思います。そのおかげで、子どもたちは「自分には良いところがある！」という高い自己肯定感を持っ

ています。（R7 児童アンケートの結果より）この「自分の良さを認め己を信じる力」は、成長のための大きな土台となります。 

新たな挑戦：自ら学びを振り返る力の育成 

一方で、学習面においては「難しい」「面倒」と感じると、つい教師や大人を頼ってしまったり、諦めてしまったりする課題

も見受けられます。そこで本年度は、子どもたちが「自分自身の学びや成長を振り返る力（メタ認知能力・自己調整力）」を

育てることに重点を置いていきます。具体的には・・・ 

①  成長の足跡を「見える化」する： 自分の学びのプロセスを振り返り、何ができるようになったか、何が分からないの

かを実感できる授業を実践し、自分の課題を見つけやすく明確にしていくようにします。 

②  「やりたい！」を引き出す： 「勉強は必要だと分かっているけれど…やる気が起こらない…」という葛藤に寄り添い、

学ぶ楽しさや達成感・成就感を味わえるよう、私たち教師も指導方法を徹底的に追究してまいります。 

共に歩むために：三位一体となった教育 

子どもたちが「自分の未来を自分の力で切り拓いていく力」を育てるためには、学校での教育だけでなく、ご家庭や地

域の皆様の励まし・協力が不可欠です。「できたこと」を共に喜び、「次はどうすればいいかな？」と自ら考えるきっかけを

学校と地域が一緒になって作っていければと考えています。周りの大人が全部道筋（やり方）を示し、お膳立てしてしまっ

ては、子どもの成長の機会が奪われてしまいます。子どもたちが試行錯誤・失敗を繰り返しながら考える力を自らで養い、

一歩ずつ成長できるよう、皆様の温かい目で見守りながら子どもたちへのご支援をよろしくお願いいたします。 

主体性を育てるために・・・白保小ではこんな教育を推進していきます！ 

６年 国語 意見を聞いて考えよう 

２年 算数 引き算の筆算 

４年 算数 折れ線グラフ 

１年 国語 ひらがな「て」 

５年 算数 体積を求めよう 

３年 国語 国語辞典の使い方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の遠足の様子


